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学習困難を持つ子どもへのメンタルフレンド活動

一算数・数学の学習支援を中心に一
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　轟轟大学教育学認辮霧F臨探心遷・教育麟談室韮では．穏談活動の一環として学業不振・不登綾など

の児童生徒を鰐象に，学生・院生を家麺に濠遣し太閤関係つく翰支援，学習支援などを行うrメンタル

フレンド」活動を行っている。本稿では学業不振の子どもが臨りやすい算数・数学の学習に焦点を当て，

その支援の方法について報告し縷討を行った。

　〔キーワード〕　メンタ駕フレン駐　学習懸難　学習支援　算数　数学

至．はじめに

　「メンタルフレンド（雛下灘窮達活動は橿鳥大学教

育学認鞭属「臨撮む理・教育穏談室（以下綴談室擁

活動ヂ）一環として董鱒7（平蔵§年〉年より経始された守

中野ら（2醗饒によ駿ぱ「醗欝は家1こ瞬きこもってい

る子ども，友人ができなくて懸っている子εも，学業

不振の子どもたちに韓して，藻護者の希望に臨Oて家

庭訪問する教育学灘の学生・錠集のことで，子どもの

心の支えにな穆つつ，子どもの学力と鮭会性の織上を

鐸指すものである」。M欝源i遺を希望するもの妻こは教

官潜インテーク懸接を行った後学生・錠生が濠遣され

る。濠遣後1ま教官が灘浴の嶽導1こあたり，必要毒こ応

じて繰護者の継続的嚢接が行われている。

葺．目 的

　奉稿は筆者らがM繋活動を達じて得た経験から学

習支援の方法について験試することを騒的としている。

　懸欝活動は対象者の要望にあわ量，また振導教官の

スーパーヴァイズを受けながらM嘗各嚢の鞠薮で活

動内容や優罵教材，その瀦稽方法を決定している。学

習覆難を持つ子どもたちは発達緯書や不登校による学

習の車懸など様々な背量を持つが，筆者らは活動を通

して特に算数・数学においてその問題点を見ることが

できた。また課題となる箇瞬紅は共通点が多く，振導

方滋の検討は今後の凝F活動をよ警充実さ量る為紅

綬立つものであると思わ凝るゆ

　これから呈示する各事鋳は薄象者それぞれの課題に

魅する麦援方法，教材などを真棒的紅挙げ，その結果

どのような効果・変容が得られたかを考察することと

した。

璽．醗活動の実践一個溺事鰐の呈示

　ここでは算数・数学に課題を持つ小学2年生から中

学3年生までの暮名の事舞を取り、ヒげるウ

事携雇：ζ集中力の続かない叢り舞○の小学校2奪

　　　　生女晃の事鯛垂

1．事鯛撮要

く学年・獲灘〉小学校2年生女子A子（縫わむ当初〉

＜縫わ静羨の情報＞繰青勝から多動を指摘されたため

医療機縫を受診，A簸獲）の診簸を受けた。就学麟に

受けていたテスト等紅よ穆実年齢より約i歳程度の遅

れが認められ，特紅数の緩いや機念について非常紅未

熟であった。

＜学力レベル＞九々の賠犠は鐵来るが，繰り上がり，

繰り下が警，余鯵のある塞算潜課題。計算は必ず手を

硬う。嚢によっては簿単な蒲薮も懸違うことがある。

〈擁欝活動難懸・頻度〉小学校2年生雛樽から3年生

3月までの約i年7ヶ月の間，遷にi暴董鋳欝欝三の訪

問を行った。
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2．関わ》の経邊と援覇方法

｝）蝿象考にあわ量た振導の形態・留意、転

　AD璽》と診薮されているA子のMF活動紅おいて

まず課題としたのは，衝動を揮え塞分をコント霧一ル

することを学ぶことと集中力を持続する議練をするこ

とだった。MF活動を始めた盛轡のA子は舞い暗闘で

も懸強に取箸緩むこと拳できず机を離れた鯵，思いつ

くままに姦し嬉めたり，家人にとって少しでも難しい

犠題はすぐ1こ投げ鐵してしまうなどの行動ぶ§立って

いたゆそこで，夏時闘牛琶）活動時購を籍禁ずつ区勢甑

勉強，捧態を繰り返す工夫をすることによってある程

度集中力を持続できるようになった。また，捧懇は縫

を離れて羅閥や畳の上など場勝を移動することで勉彊

との区磯を瞬確髪こするよう善こした。捧憩中1こ1ま，鉢懇

後の勉強への影響を考えて勝数の磨るゲームや興奮し

遜ぎる遊びを避け，折り紙，お絵かき，おし率べり，

積み木，穢土などをして遜ごすように心纏ナた。

　学習懸での課題は，麓学蘇1こ受けていたテスト等で

も指摘されていたとお警数の取攀援いと機念を習得す

ることだった。活動を鎗めた当窃のA子にとっては，

数字はただの文字のひとつであ鯵，鷺野という数字

が騒が5つ集まったもの坤というように疑えること

ができないようであった。また，“5滑と聡暮饗で1ま

どちら渉多いのか理解できなかった。そこで，全活動

を通じ．て宿題をしな嚇ら数の機念の習得を目標とした

渉，A子はこだわ警が強く．麗違いを指摘されること

とそれを欝藍することをとても嫌がるため，活動には

工夫が必要であった。

　舞蔑からの要望で，活動中は主に算数の穣題指導を

行っていたが，数の凝念をきちんと習得できていない

A子にとっては難しすぎる内容であった。そのため，

まずは数の概念の強化解必要であろうと考え，蕎単な

計算翼題を書いた（小i程度〉プ暮ントを作成し，持

参すること1こした。しかし簸単な隠題でも縫違ってし

まい，それを揚摘されたことによ継ヂ難しい問題を離

すから嫌だ」とプリント学習を極否するようになった．

醗欝が鞄から鶴か取辱織そうとするだけでギプ蓼ント

は鎌だな」と不安な1表情1をするよう紅なった。また，

A子にとっては，なぜ宿題ではないプ琴ント学習をし

なければならないのか納得いかないようであった。そ

こで，事蕪紅プ夢ントを罵意することを藍め，継ぎ活

動灘のノートを矯憲して穣題と鱗たような開題や若干

簡単な問題を1本人の欝の前で書き，その場で答えても

らうようにした。また，麓撃渉問題を婁いている闘1こ，

淫意潜逸穀離籍してしまうことや集中力ぶ途熱れてし

まうことを防ぐために本人からも麓撃に薄して問題

を饑してもらうようにした。すると，A子は審題以外

の問題紅答えることに薄して抵航することがなくなり，

その土葬髭生（M欝にも難しい問題離してあげる藩

と楽しむようになっていった管

2総舞一6

2）蕃手な課題とそれに薄癒した教馨

①　具体勃を綾っての指導

　A子・1こは数を紙の上のものとして捉えるのではなく，

実生活との関係牲を学ぶことによってよ鯵遅解が深ま

るのではないかと考え，具体物を髄っての捲導を得っ

た。まず，A子が長難休暇中紅持ち帰る罪数セットを

活矯して数の勉強をしょうと試みた。そこで「お店餐

さんごっこがしたい」というA子に薄して算数セット

のマグネットなどをお金に見立て，藍この時計が静閑

だとして，私が欝円払ったらお釣鱗ま幾ら弩などと

質問をしてみた。しかしA子はそういった鍵強さ慧よ

うというMぎの意隈を敏感に感C取ってか嫌がって

容えようとしなかった。また，鐸競紅おはじきと数紋

の羅を題意してもらい，藍この欝纏のあめ（おはじき）

を3人に講じ数だけ分けて糞などの欝題を塗しな潜ら

数の勉強を試みたが，馨分のおはじきは窪分でコント

雛一ルしたいという欲求からか問題紅箒えない，ある

いはままごと遊び紅なってしまうなどしてうまく活矯

できなかった息また，翌週にはおはビきと懸を紛失し

た離して数趨蔑ってしまい，続けて硬矯することがで

きなかった。

②　声紅鐡しての捲導

　第二の工夫として，数の掃いが著手であるA子が九

九の購鐸綴まよくできていたことからヒントを得・算数

の問題を声に饑して答えさせるという試みも行った。

算数の問題で麹の長さをセンチメートルやミ彗メート

ルで答える，という憲題が欝た際には「垂。麟ま欝縣，

2e雛は蟄懸……嵯と定規の醤盛鯵を捲さしなぶら声に

思して繰り返し読んでいったむまた，駿§鱒の次の数

は篭絡轟馨縫擁つ羨の数は弩などの宿題でも声に欝

して彗ズムを替けるようにして侮度も繰り返し，暗紅

はジェスチャーを換えることもあった。視覚からの椿

鞍よりも，聴覚からの椿鰻の方がよ鯵理解でき，また

長く記憶しておくことができるという特鐵を持つA子

にとっては，紙の上で学ぶよ鯵も有効であり，また楽

しみながら勉強をすることができた。

毒．考　　察

　算数が不得意であるA子に麟する厳繋活動におい

ては，M欝な鱗こ工夫をしながら進めてきた。中でも，

プリントといった教材を罵意するのではなく，盛饗の

様子を見な潜ら内容や縫題数を撫藏できる，その場で

問題を鐵すという方法と声紅離して何獲も復曝すると

いう方漢はA子にとって有葡であった。授業や蜜題の

内容は徐々に難しいものとなり，学年が高くなるにし

たがって遅れ潜欝立ってきていたので．教授方法の工

夫紅換え，A子に劣等感を感Oさせないようにするこ

とにも濫意を払った。また，以薦は難なく解けた購題

でも解けなくなるなど，学習藩1こおいて渡渉あること

を十分認識し，無煙をさせないこと，成功鉢験を多く

積ま量ることも醗癒した。
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　一方で，具体物を縫った指導紅おいては物をうまく

活駕することができなかった。A子のように，欝新し

いものがあると気を取られてしまう児童に鰐して籍を

獲っての指導は難しいということを実感した。今後の

課題として，こういつた疑童紅鱒して，魅力的であり

ながらも学習に集中できる学習補跡のための道具の工

夫，簾発が挙げられる。

事携2濯知的に遅れがある小学校3隼生男箆の
　　　　事例轟

1．事舞概要

〈学年・性磯〉小学校3年生男子B劈

く鷺わ琴羨の構輻〉多弁，多動。視力が弱い。

〈学力レベル〉普選学績の授業にはついていけない程

度。これまで知能テストを実施したことはなく，現鹿

も知能テストの希望がないため実施しておらず詳しく

はわからない。

〈M欝活嚢靉靆・頻穫〉小学3年生7薄～3層まで継

続中。選紅一懸i時間の訪問を行っている。

2．関わ蓼の経過と援麟方法

亙）薄象者にあわせた捲導の形態・留意点

　一纏紅慮題をしてほしいということで姥まった鍵ぎ

だったので，3男も難ぎ儚いる時間1ま勉強の時間と

いうこと瀞わかっていて，勉強を嬉めることに蟹抗は

なかった。しかし，勉強を嬉めるとすぐに饑きてしま

いおしゃべりを始めてしまう。最初はおし々べりに付

き合っていたが，現在はr今は勉強の暗闘だよね」と

言うと，おし學べりを一先ずやめることができるよう

になってきた。視力が弱いので漢字の書き取馨など視

覚的なことは苦手だが，聴覚的なことには優毅ていて

英語の発奮やC鱗の音楽などはすぐ1こ覚えてしまう。

そのため九九嫁音で覚えていてすべて婆ズムで言える

ようになっている。

2）蕃手な課題とそれ1こ麟癒した教耕

①　二椿の撫蔽法

　九九を購認で覚えているが，趨藏は手を襲わないと

計算することができな1い。そのため二椿の翻藏の計算

はできない。そこでおはじきを優って説翳するが今度

はおはじきを数えることに疲れてしまい計算まで遷り

着けなくなってしまった。仕方なく境1窪は灘聲の手

も貸して二桁ξ）計算をするようにしている。

②会陰のある麟琴算

　余りのある割算1ま，舞えば37÷5だとすると「5の

段で3警こ近い数は伺匂とヒントを思して計算する。

しかし，九九は弓ズムで覚えているため答えを遜り越

して最後までいってしまう。そこで，開題式の37の下

に遍い数である蔦を書いて擬覚でもわかるようにした。

すると，繭よ鱗ま1羅暗闘で答え潜導き撮せるよう紅な

ってきた。また，37の下紅35を書くことで筆算拳欝来

上が馨，余馨も饑しやすくなった。

③掛算の筆算
　掛算の筆算では，最覆1紅掛ける数，次に掛ける数，

最後紅掛ける数を色麟でくくるようにしている。そう

することで擁欝が「次1まOxO」と養わなくても，

色を叢えぱわかってく殺る。また，3男は色ペンでく

くることを気紅入り，察分で纈番どおり芭ペンでくく

ってから計算するようになった。8男はパターンぶわ

かると露分でできるようになるようだ。しかし，二椿

の掛糞になると筆算も複雑紅なってくる。それぞれ掛

算をした後証足し算をして答えを導き鐙さなければな

らない。繰り上が弩が墨てくると，足し算をするのを

忘れてしまってそのまま答えを書くことが郷褻かあっ

た．疑し算をするときは，M君が野ちょっと待って，

ここ垂まこオ窪とこれを是さないとね達と叢’うことで思い

墨すという慰むだった。しかし，足し算は指を｛菱わな

いとできないので，掛算をしていた思考斜一量鑑まっ

てしまうようだ。足し算をし，また筆算に震って誓え

を書くというのは3男にとってとても大変な作業のよ

うだったゆまた，2椿の掛算の筆算iは一段ずつずらし

て数字を書く。そのこと奉蓬解できなかったようなの

で，筆算に縦線を構いて一の粒には○，十の泣1こは鶏，

蕎の位には△などの記号を書き，この掛算の答えは○

のところ妻こくるとパターンを覚えさせた。この方法は

数羅しか実施していないので身紅髯いたかどうかはま

だわからない。

④時計の読み
　最後に鋳計の開題江ついてである。8男は3蒔など

の区燐舞のいい暗闘は答えることができるのだが，3

時5分になるとゼ3鋳董分離と言ってしまう。欝で縁

講説霧しても建解できない。そこで，鋭のない詩計の

プ華ント（緩茎）を硬って9男の§の蕪で色分けした

長い舞と煙い鋭を霧いてみせる。その飽に聾こは客分，

2には欝分と書いた欝欝のプ琴ントも驚意し，隣紅麗

いて，わからなくなったら箆て答えら麗るようにした。

　　　　　　　　　　　　　　　まずは窮蓼のいい

麟1　購計プ1ナント

3蓼分から鎗める。

至時騰分を示した

のだが，今度はど

ちら拳「時までど

ちらが夢分」かわ

からなくなってし

まった。斜はペン

で色分けしてある

ので毒は「時」．

緑は薪発鷹と説隣していく。パターンがわかってきた

ので鍵分は答えられるようになってきた。しかし一週

瞬経つと忘れてしまう。そのため繰む返し学習潜必要

だと感じる。次は針が動く蒔計を養って数字のところ

に慧麟癒する分をシールで難っていつでも晃られるよ

うにした鋳誕で学習させていきたい。
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3．考　　察

　絞巣はまだまだ見えていないのが幾献である。しか

し，少しずつではあるが計算のパターンを覚えてきて

篶単な掛算の筆算は繰上りまで密力で書けるようにな

ってきた。気分が乗っているときと乗っていないとき

では差が灘てしまう拳，気分が乗っているときは嫁い

だつた算数のヂ弓ルでも霞分でここまでやると淡めて

取り緩めている．そこに行くまで1こは無運や嚇逡題を

解か巷てしまった鞍，答えを導くような教え方をして

しまったこともあったが，3男縁ほめることでやる気

を取箸戻す盤馨だということがわかった現窪は，無建

やり取馨緩ませるのではなく，嚢分からやるまで待ち，

やり嬉めたらそのことをほめて…緒に取諺纏んでいく

ようにしている。また，現在はチャレンジカードとい

うのを作鞍，宿題，購計，漢字などに取り緩んだら

シールを懸るという方法を実施している。シールを選

ぶことに鋳潤ぶかかってしまうという問題点もあるが，

楽しく勉強をするということにつなだっているので続

けて行きたいと考えている爵

　今後の課題としては時驚翫分を考えなければならな

い。現窪は宿題署こばか舞鋳閤がかかってしまい，蒔計

の復習や筆算の復習紅時懸が取れていない。少しずつ

でも積み重ねていくことが大事だということを実感し

たので，き分でも鎗分でも毎露時間を取るように意識

したい。また，撞任，母親．蟹欝と教え方が違うとB

男潜漉蔑してしまうので，雌ぎは母蔑との姦し合いを

重ね，なるべく教え方を統一していきたい。

事例諺：露不登校の中学校2隼生女子の事例雲

1．事綴概要

く学年・姓騨＞中学校2年生女子C子（関わり番擁）

〈麗わり蔚の鷲報〉小4より不登校で学習も車懸。

〈学力レベル〉小学校4年生程度。

く灘欝活動難問・頬嚢＞中学2年生2月よ鯵3年生3

月まで還紅玉懸，i暗闘3食分程獲：家麩訪問。

2．関わ響の経遜と援勝方法

i）薄象春江あわ建た捲導の形態・留意煮

　C子は小淫より不登校とな吟，その後勉強にはまっ

たく手をつけていない状態であった畠そのため小3の

復習から始めることにしたむ

　元来知的紅高い龍力を持ち，プライドの高いC子は，

醗欝の時間を授業形式で進めること1こ難色を示した窃

C子はドリルで進める形式を希望し，一週鶏のうちに

露らド蓼ルを進め，鍛Fの蒔闘1こ採点をするという形

を望んだ。はじめのうちはC子も蓬解できる分野であ

ったためか（小3までの内容は十分理解できていた〉，

つまづくことなく進んだ。方一バーワーク気殊と言え

るほどであった拳，徐々にペースダウンしてきた。

ペースダウンしてきた背景1こは，5年ぶりに承格的に

勉強紅取り緩んだため亨ペースがつかめないというこ

2総4一§

と麟縫達していたようである。その一方で，その後室

選縫に簿ページも進める選があるかと思えば，至ペー

ジかしか進めない週もあ警，ぱらつきがあった。その

ため，ペースを一定に保てるようこちらから籔灘を指

定するなどの饑きかけを行った窃

2）著手な課題とそれに鰐癒した教秘

①　獲塗五入

　小善の分野1こ．入ってくると，C子1ま籔捨五入が苦手

であることが甥鱗した。授業形式を鎌っていたため，

こちらが補劾プリントを作成し宿題の形とすることと

した（麟2参照）。C子は蟹雪からグ）この鍵案を擢否

しなかった。そのため，舞舞上げ熱り下げから餓め，

計4懇に及ぶプ！タントを鐸威し，毎璽渡した。C子は，

苦手な分野ということで，一人でプ華タントを埋めるこ

と力湘当大変だったようだぶ，目ら教科書で調べた鞍

家族紅闘いたりなどしてMぎの詩懸にはすべて空欄

を埋めていた。採点後残った時間は，身透な携を挙げ

て獲捨五入に絶する蓬解を促し，問題を一緒紅解きな

がら考え方を身紅奮｝けていった。

　　　その互～灘舞上げ霧撃攘ての考え方の巻き～

鱗　綾パックの中に7倉春盤解〉オレンジジュースがあ琴ます。

　こ穀を2総綬ずつコップに窪いで醗酵ます、

欝聾　　騰奪綾入ったコップは、

　みんなでいくつ藏来表す

　　か？

墾　繋るコップの数だけ考

　　えるときには、はしたを

　燐舞鶴て豪す。

驚2　紙パックの中のオレン

　　ジジュースを全藩コップ

　　に莚ぐと、ヨップはいく

　　つ必要にな琴玄すか？

墾・必要なコップの数を考

　　えるとき紅は、はしたを

　馨誇一tげ豪す。

轡次の総懸を解きましょう。また、燐吟上げの鶴題か、そ

　れとも燐絵雛ての1無題か讐：えましょう。

　窪）　韓メートノシのひもをi2メートルずつ葦こ釁ると、董2メー

　　トルのひもが講本罎来ますか？

　③　舞舞§麟響ずつ鞍金して、董，総春弩のゲームソフトを買

　　おうと思います。韓ヵ丹後に買え蓑すか？

　③　鯵弓ットル入る承徳に、承をいっ轄隅唾こしたいと思い

　　ます。4辱ヅトルのバケツを優うと、講遜でいっぱいに

　　なりますか？

図2　燐響上げ，窮》揺て．霞捨五入補覇プ1メント

＠　文章題
　C子は，5年間のブランク渉あったためか，計算露

題は灘来ても文章題となると理論立てて式を立てると

いうことが鐵来なかった．ドリルのページに記されて

いる単元名が掛け算であるからこの縫題文の式は掛け

算であろうとか，糶り算と霧いてあるから掛け算は穫i

わないだろうといった考え方をしていることが多く，

な巷この鶴題では掛け算を養うのかといったことぶ礫

解できていなかった．そのためM欝が問題文を作鯵，

一つ一つに式の立て方江ついての説瞬をしていったが，

なかなか理解できずド式を教えてください」と言われ

ることや，次々に「じゃ掛け算？　害馨り算？　建し
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算？　弓1き算？盛と藩われること瀞多くあった。（〕子

には結果主義的なところもあったため，一度答えが分

かってしまうとその問題について振鯵返ること拳なく，

考え方が身に盤かないまま進んでしまうこともあった。

③　麟　　形

　C子は群舞問題潜得意であったぶ，苦手な分野とし

ては緩形があげられた。蕃手党籐のために，まず糧覚

的なイメージをもって問題に取鯵緩めるよう，文章題

で馨化してできる開題文の時にはこちら解綬を書き考

え方を示すということを繰む返したむC子自身にも緩

を捲いてもらうことで，視覚から考えを進めると簿時

に文章題の蓬解も格段によくな吟，そこから実際の籔

形の鷺題紅取馨緩んだ。C子は，やはり鑛影は書手と

言いながらも，ド春ル上の轡形に欝ら綴を書き入れた

りしながら積極的に問題に取鞍纏めるようにな1つた昏

③　小数点
　特紅苦手であった小数点4）翻り算紅おいて，ビデ方

教材（涯玉）を驚いて楽しみながら学べるようにした

こと潜あげられる。

3．考　　察

　厳欝潜取り緩んだものとしては，補跡ブ琴ントの実

施や鑓や絵などの視覚鋳報を欝いた資料の縫示などで

あった。またビデオ教材を一緒紅見て，楽しみながら

触強を進めた。5年ぶ嚇こ算数1こ取穆給んだわけであ

るが，C子は特に文章題紅おいて講運的紅考えていく

ことが苦手のようであった。これは，長年縫の教科に

も手をつけていなかったこと潜理趣の至つとして考え

られた。C子は徐々に文章題を運解できるようになっ

た潜，それと灘時に羅藷の読みの縫方も身についたと

患われた（C子には露語と理科も教えている／。また

先遠したように，擬覚醜イメージを中心に算数を進め

ることで，結果的に苦手な鑓形問題への克騒と近盤い

た。

　M繋目身は教えられることを静まず最後までド婆ル

形式を望んだC子の姿勢紅絵っていた渉，結果的に完

全に運解しないまま学年が進んでいってしまうという

ことがあった。C子は不登校紅なってから今まで縁を

するにも一人で訪ったためか，家族意外の縫者に侮か

を教わるという経験や一緒にものごと紅取り懇むとい

う経験が少ないと思われた。鰹者から教えられるとい

うこと垂こ不蝶1れであり，また地者とともに懸強すると

いうスタイル赫本人の中に定義していない状態で採点

要員であ弩続けた厳君の存在は，家庭教舗紅も一鰭

に勉強する友人のようにもなれなかった。灘懸盤iが深

まらないために，難易度の高い問題を解いても，その

過程において行き違いが多くスムーズ紅いかないこと

が多くあった．授業形式証すること，また鱒無性作り

にも重点をおいて関わること摂重要であったと感じた。

事鯛青書学習に身近な倒を取蓼入れた中学校2

　　　　奪生女子の事鯛遜

1．事例概要

〈学年・性震〉中学鞍2年生女子野子

〈縫わ鯵蕪の構鞍〉小学絞低学年時より不登校繧海港

あ警，小§鋳にAP璽〉の診漸を受けた。

〈学力シベル〉§の段以降の九九，鋳計の謹み，繰り

上が穆，繰琴下懸りのある計算が課題。

〈蟹欝活動鰯翼・頻度＞週i織i鋳間の予定で活動し

ているが，D子の登校鷺（中学2奪土嚢月以降登校醤

が増えている）と騒ぎ活動馨が重痴る等キャンセル

もあるため，実質的1こは月2選の訪鷺。繭軽鬆は小§

から中学i年2月までの2年鷺麗わ蓼を持つ。報告者

は中学2隼5月掛らで3還現在継続中。

2．聡わ墾の経遍と援覇方法

茎）鰐象者にあわせた捲導の形態・留意点

　D子については蔚任考よ鯵，学習への集中力が続か

ないことが多いので末人の輿殊を勉強紅結びつけるこ

とが大饗とアヂバイス潜あった白具体的にはD』子の欝

きな：芸能人の身長や体重を｛残垂ことり単盤の学習をした

ということであった。また指導教官からは生活の中で

役に立つ学習を中心紅と搬示を受けた為，学習内容は

亙〉子の身近な事構を題耕に取弩ま二げることを意識した、

しかし基礎となる九九などは購誌も必要と思われたの

で，鬱鬱必ず猛動の中起取簿入れ羅綾することで学力

の定義を図った．

2／苦手な課題とそれに鰐癒した教耕

①塒計の読み
　中学2年生5欝の活動麗始轟初は時計の議み潜不確

かであり．至〉子に「今から欝分後は簿時何分紅なるか」

と尋ねても，すぐ紅歪確な特薦が言えないことが多か

った。そこで毎蟹の活動時に【今騒の計画漂を立て，

繰鞍返し時計を読むことで鑑確さを身に付けようとし

た。隅舞議こヂ欝分聡あればどんなこと麟できるのか窪

という時間の感覚を身に付けるための効果もあると考

えた。毎灘の活動離婚鋳に至〉子と蟹露で当馨の活動

内容と暗闘醗分を議し合うこと華こしたが，欝1姥より挙

年ほど経つとほぽ歪確紅時計を読めるようになった毒

②繰り下がりのある引き算

　計算に関しては小3羅誉リルを欝いたが，引き算で

繰辱下ぶ鯵渉入ってくるとなかなか進めなかった．藩

　　　　　　　　　　　手な部分を克羅しょうと，

　　　　　　　　　　　通常欝分を一区罵りとして

　　　　　　　　　　　いるところ2§分程を害獣・た

　　　　　　　　　　　こともあった嚇集中力渉続

　　　　　　　　　　　かず，繰む下が琴の謙算は

　　　　　　　　　　　諦め一時溺の単元紅移るこ

　　　　　　　　　　　　とにした（中学2年生8擁）。

　　　　　　　　　　　その後欝月より緯春マス誹
麟3　繰蓼下が蓼訴算練習
　　　　　　　　　　　算（荘2〉を取り入れ始め
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たが，鴛鴦に弓捲算のページで繰鞍下力懲のある引き

算が鐵てくると5できない涯と言うようになった。そ

のため薫マス計算を応飛して繰り下が馨の練習をする

ことにした。繰鯵下げをした後の計算垂ま欝＋Xの数字

から引くことになるので，特紅一の｛立霧士で慧瞬くこ

とのできない計算を取弩撮してプリントを作成し練習

することにした（緩3〉。誕算をした後の子の感想を

弱くと「簡単雄と震い，苦手簿飛を取箸鐵しての計算

練習を繰り退し行うことによ琴定蒼が遜れるのではと

思うようになった。また文章題や譜算式垂ま必ず音i讒す

ることにし，問題に溢意を海け舞子の集中力が続くよ

う工夫した。

③　身透な事極を使っての癒繕練習

　D子の引き算の1方紅は変化ぶ感じら殺るようになっ

てきたが割り算はなかなか身江つかなかった。指導教

官の跡書もあって賠算や筆算は諦め，馨常生活に必要

なものは謙算機を優ってできるようにと方鋭を変える

ことにした。また実生活ではどのような場面で叢り箋

を縫うのか実感して欲しいと思い，蔓）子の興陳のある

買い鞠を｛残ことり練習することにした。

藍倒Uミニチュア香承の買い勃

①　D辛勝最近興殊を持っている香水のチラシを驚意

　し，欲しいと懇っているアイテムを選ぶ。

②その際内容量も確認し，鐸薬の内容量と建較しな

　がら量の鐙握もする……量の実感，単位の確認

③欲しいと思う贔勃の合計金額を鐵す……足し算

④溝費税も鍛す……掛け算，小数点以下の越蓬の確

　認

⑤　舞子潜アルバイトをする想定で，欲しい品秘の合

　計金額をアルバイト蒔絵で害彗る一…・麟警算

⑥　アルバイトしなければならない暗闘数ぶでる。

【碗2茎中古パソコンの購入

①　至｝子が欲しい中古パソコンの値段を表示する。

②パソコン購入の為の一ヶ月の鞍金額を狭める。

③　「…ケ月の欝金額」x「鴛ケ縁雄篇ゼ一年懸の欝

　金額鷹を欝ず…・掻け算

④碧中古パソほンの値段」÷F一年間の醇金額墜の

　計算をし，いつ漿パソコンを買うことができるか計

　算！する……害彗り算！

⑤　r結集で患た年数雌＋r£1子の現在の年齢墜で，

　更〉子がパソコンを手に入れることができる年齢渉懲

　される……足し算

＠　最御の計算では購入できるのが舞牛後となり，D

　子がゼ遠すぎる涯と話したことから醇金額の設定を

　変えて再度計算をした。…一割る数により結果が変

　わることの確認

　以上の海容をD子と灘ぎぶ一緒に春っていくこと

にした。D子の実生活紅遭い事樋を学習に取り入れる

ことで割り算の矯い方を知り，次第紅計算の仕方熱身

についてくるのではないかと考えている。また侮種類
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かの計算方法が緩み合わされ複雑なので，現状では参

子ひと鯵で計算を進めることは癒難であるむしかし○

子の興殊のある題替を選ぶことで集中して進めること

ができた。これは以蕪の央駿舞を発狂，P子の興殊を

引かないものは効果潜ないという経験を踏まえた試行

であった。今後は更〉子嚢身潜計算の渡れを纏み立てら

凝るようこうした問題を繰馨返し練鬱する必要がある。

き．考　　察

　D子の学習紅鱒する大きな課題として溢意が散漫紅

なってしまうことがあげら駿た赫，学習蒔購を欝～露

分程度に医欝ることで短時闘の集中はできてきた。ま

た開題紅集中するためと運解促進のため，設鵜の音読

を意識的筵打っているが，これによ聾要点の揺握を容

易にしているようである．第三に董〉子にとって身近な

素韓を痩って学鬱することで，翼殊を持って取零纏む

ことができ．現；窪は活動闘姶絶後より家庭学習も増え

積極性が増している．しかしな潜ら意欲癒での波や長

簸沐霰の活動中筋後は学力が後退することもあむ，定

鰯的・纒繞的な学習を支援することが必要である。

事鯛§曜数学に苦手意識の強い荘子の事瀦避

1．事鰍概要

〈学年・性磯〉中学校3年生女子荘子

〈糖わ静蕪の椿鞍〉£子は溝極的な性格で，露分の気

持ちを人に話すことぶ苦手。蟹欝活動では受験鰐策と

人聞関係つく馨の練饗を§的とした。

＜学力レベル〉顔藏葉陰の基本的な計算も盗艦を持っ

て解くことが鐵来ない。数学の開題を蒲挺すると嶽ま

ってしまう。失駿を過度紅恐れて全く手議しが鐵来な

いといった鶏象。焦るとそれまで欝来ていたことも鐵

来なくなってしまい，除法の筆算では小数点を2懸付

けてしまったこともあった。

＜懸F活動鱗闘・頻甕＞中学3年生静力から選i回董．5

時間で訪問。中学3年生の3薄聡在継続中。

2．関わ》の経遜と優勝方法

i）鰐豪者に合わせた指導の形態・留意点

　高校受験藪こ中学校の数学の内容を全て網羅するこ

とは欝難であるため，鮫強する範麗を1籔足した。当擁

は，蓼正負の数藝郵単項式・多項式2窪展開式墓猛露数分

解曇を取り上げる予定であったが，9子が冬休みに全

く勉強憂ず，抹み瞬けに再凌駐ε負の数磨から勉強す

る必要嚇鐵たため，蓼霞数分解選は齪念。その楚，定

離テストの欝に，荘子が取り緩みやすそうな内容を範

黙から選んで学習した（難の計算など）。

2）苦手な課題とそ麟こ辮癒した教材

①　正負の数の計算

　縫鰐纏の問題から嬉め，数直線を篤いるなどして説

鬱したが，葱子は数直線にとらわれ，そこから身動き

が取れないようであった．そこで簾減法においては

く講じ符号の計算垂ま足し算〉，く違う符自警の計算は弓1き
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算＞ということを押さえ，〈符号が懸じかどうか〉，

＜どういう計算をしたらいいのか＞確認し，醜き算の

場合は，式の符号を捲で隠し，〈大きい数から小さい

数を引く＞ということを一つひとつ一纏に確認しなが

ら解くという方法をとった。

　乗除法江つ塾ては符号のルールを鍵示し，繕慶もそ

れを確認しながら㌶題を解くという方法をとった。琶

子は撫滅濫よりも乗除法を先にマスターしていた。

②　展露式
　公式が覆数あるが，覚えることが多いと灘議するの

ではないかと思われたため，分醗法難のみを徹底して

捲導した。

③　小　　数

　E子麟わかるという実感を持ちながら段繕的に取吟

緩めるようにと，小学盤璽のプサント（溢麟を準篤

した。しかし小数への抵銃が強い意いか，そのプ弓ン

ト毒シ董・学生矯だということがわかって鎌だったのか，

ε子は取零緩むことを頑なに捲否G

　そこで，蓬負の誹算を学習した後，分数と小数瀞取

り上げられている，正負の問題“予簿テスドという

プリント　（薯宝達〉を提示。このプ婆ントは雛元に入る

麟に基礎を確認するというものだったのだ潜，琶子は

プリントの㍑テスドと言う善葉紅反応し，ヂテスト

だ……」と矩否。プ馨ントの記載1こは綴藻まで気を醗

る必要ぶあると感じた。その後も縄度か小数の勉強を

皺めるも，荘子は頑な紅極否し続け，申瞬となった。

　露子嚇歪負の誕算や展絹式を学饗し，計算問題に麟

する蟹敏感が薄れてきた頃．ゼ趨分は難しい問題は鐵

来る潜，簡単な講題解解けない雄という孟葉が麗かれ

るようになった。そこで再び小数の学習を勧め，以蕪

にも提示した小学生矯のプリントを驚いた。

　そのプモ」ントは，長さの卓抜を驚いて小数の遅解を

麟るというものであったが，E子はプリントを鋳に翼

まってしまい，全く解くことができなかった。プリン

トの問題を解きながら欝馨灘；至難，i畿難墳．蔓盤．重

騰鱒．縫盤と確認した後，羅度く緯艦竺？韓〉等とひ

とつひとつ確認したのだが，E子は海．璽？　§．艇弩

と答え，欝欝を持って答えることが灘来ない。次にi

騰と鰺磁，欝鎌と韓鋤鰯ま騰落ずつ増えているという

ことを確認G護きながらも運解することが灘来たよう

　　　　　　　　　　　　であったが，麟魂の蒙三灘

羅鷺
図尋　長さの単位

が鎗億ずっというのは騎

に落ちないようであった。

E子はギ全然わからない豊

「難しい」と繰り返し，

答えられてもギ欝3で，

「鑛の申で計算は鐡来ていない墜と言っていた。結驚

小数についてはうまく教えることが鐵来ないまま，齪

念ずることとなった。

④分　　数
　一つの単元として取鯵上げようとしたところ，小数

講様強い抵銃嚇あったため，中3の内容を学習する申

でその都度教えていくことにした。舞えぱ鐸式の計算雲

の除法のところで分数の内容を織雑交一ぜ，割られる数

と割る数と言う譲葉を驚いて解き方を教えた。通分の

理解不建や蕪滅法・乗除法の澆繕潜見られたが，計算

練習を積むことで運解鐡来たようであった。

3．考　　察

　はじめの頃は蟹数を重ねるたびに縄穴野を髭つけ，

あれもこれも教えなければと鎚起になった。しかし，

スーパーヴィジ鷺ンを受け．麓ぎで掃う海容を醸足し，

£子が窪欝を持って解ける問題を少しでも増やそうと

方講転換した。そして，計算練習紅†分に取鯵纏める

ようにと家莚学習の定養を繕った。露子はそれまで

建1主学響涯として，授業内容をノートにまとめるこ

とをしていたのだが，その勅祭を共に晃藏し，〈受験

で銭難壁こなるもの＞〈速戦力紅なるもの＞として計算

力を身につけるように捲示した。

　また，生活を見直し，〈すき闘詩闘を探す＝一霞の

流撮を麟示し懸強できそうな鋳潤を探す〉ことで，家

庭学習の鋳間を確保。そこでは主にM貧で学鬱した

内容を勉強するということにし，次暴の凝繋で確認

6）小テストをした。

　こうした取り懇みを通して，荘子は問題紅藍解する

という体験を多く積むことができ，一穫：間違えても諦

めずに取零縛むことが鐵来るようになった。当初は数

分でギブアップをする状態だったが，一蒔聞も集中し

て取り纏めるようになり，学習態度が意欲麟に変わっ

た。自分がわからないところを穫癒的萎こ質聴するよう

にもなり，受身で無くなった。欝子は嬉しそうに、計

算に取零懇んでも誓疲れなくなった」と語っていたゆ

　受験を優先し，試験鰐策として陰られた難間内で擬

える内容を厳選，その徹底を震請した。しかし輩来な

らば，£子が苦手とする小数や分数といった小学校の

内容に立ち返鯵，数の概念からしっか陰押さえるべき

であったかもしれない。

事例§：ζ生活鐸ズムの不規則な不登校の中学校

　　　　3年生男子の事倒壊

1．事醗機要

く学年＞中学校3年生男子

〈関わ蓉蘇の驚鞍＞小学校2年生から完全不登校や藪

続登校を繰り返す。高校進学を希望しているが，一人

で勉強することに綴罪を感じ，騒Fを希望。生活は，

蓼ズム渉蹴れ，昼夜逆転している。

＜学力レベル〉事蘭鋳報では，分数や小数の計算が羅

難で，基礎ぶ分からないので負握に感じているとのこ

とだった。　しかし実際垂ま，九九が不完全であり，割り

算は会陰の機念が分からない。
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く欝欝活動靉靆・頻度〉中学3年生7月～翌年3肩現

在継続中。選獲熱時縫の訪魏。

2、関わ琴の経過と援助方法

茎）鰐豪者紅合わせた捲導の形態・留意煮

　訪問を開嬉し，分数を中心に幾強し難めたが，欝男

の学力は，想像以上に基礎的な理解がない駿溌である

ことが分かった．また，懸強中毒ま蕃癩な：様子を見透ず，

課題を与えると野や翰ます董と答えていた。しかし訪

瞬時鑓のほとんどを難強1こ当てたことがぎ男にとって

苦痛だったようであ警，その後訪問とキャンセルとが

繰り返された。生活藤においては昼夜逆転が続き，登

絞できていない軟濁だった．そこで麓欝活動内では

魅強量ずに登校と生活リズムの敢善に焦点を当て，話

をして過ごすことにした。その結果，一時的に還3覆

程度の登校瀞可能になった摂，次第紅訪弱とキャンセ

ルを繰吟返すようにな鞭，登校嚢数も減少して疑った。

高校受験渉近づいてきた環から，欝分程獲の勉強を再

麗したが，勉強を嬉めると至懸おきにキャンセルする

ようになった．生活喜多ズムの不安建さは変わらず，一

人でいる時にも勉強できな秘・にもかかわらず高校進学

を希望する欝男に薄し，質・量ともに無蓬ヂ）ない学習

と，生活1タズムの駿善との2点を叢付して援護を行な

うことが必要であると感じら擬た。

2）苦手な課題とそれ紅鱒癒した教耕

　基礎学力の乏しいF男に合わせ，・受験とその後の高

校生活紅海けての学習支援を霧的とした“蔓欝茎枚プ

婆ント”を作成し，訪問欝に6韓分を渡した。このプ

リントは，学習と生活の両面におけるF男の課題を織

り交ぜて講威したものである。

①　学習藏における灘慮1

　董韓2教科難強するようにし，嫌いな教科と蜂きな

（どちらかといえば取りかかりやすいとF男が話す）

教科の緩急合わせで購成した。至透間に各教科，最低

2懸1ま勉強すること善こなる潜，どの教科も，　童つの分

野に絞って魅強するようにし，その分聾紅少しでも習

熟することで受験に薄癒できるよう意緩した。舞えば

数学であれば歪負の数のみ，公民は選挙舗嚢のみ，国

語は漢字のみを鐵題するといった具合である。また，

数学においては，欝じプリントにく轡2×§一7，繍

2×　（§一7〉，（3〉（7－2〉x6〉のよう1こ，講む

数字でも董びや計算纈序の違いによって答え瀞異なる

ことを理解できるようにした窃

　訪闘嚢は董遷弱の間紅欝男潜やったプ琴ントをチェ

ヅクし，できなかったところを見薩す詩聡挺し，§嚢

分のプリントを渡すことにしている。

⑫）　生活葦蚕にお毒ナる翫嶽1

　学習プ彗ントの申1こ，逸球’就寝の§擦時懸と，至

嚢の振り遂鯵（その鷺の生活を鱒魯点満点で察己採点

し，良かった点，もう少しがんば琴たい点を記遽〉の

欄を設けた。F男の起床蒔問は，その欝によって太き

2総4一§

く違っているため，訪闘舞の起鎌時懸を聡き，その霞

から董暮3§分ずつ起鎌・就寝暗闘を畢めた暗闘をプ華

ントに書いて互選聞分のプ彗ントとして渡した。そう

することで，急激に趨探時講を変えることで後歩続か

なくなることや，休講を鰻してしまうことなどを遊げ

ながら，i還閥で3時懸生活彗ズムを変えること潜で

きる。

　また，生活を立て直すためというだけで，鰹に欝的

なく起きることが難しいため，母に家の手伝いなどの

役餐を与えてもらうようお麟いした。

3．考　　察

　麗わ警当初から，欝男の学力と高校受験との鷺にあ

る大きな：差紅，M欝密身多くのことを教えな1ければな

らないという焦轄を感じ，気持ちばか鯵が突走ってい

た．その結果，学饗習縷の身に付いていないF男に鱒

して訪闘鋳聡のほとんどを勉強に当て，簡単な隠題を

解けないことに直面化することで学習意欲を減退させ

てしまうという，時懸的紅も内容的にも著癌のみを与

えることになった。騒欝1こ鰐し，直接書籍を嚢1こでき

ない欝男は，キャンセルという行動によって著痛を訴

えていたのではないかと感Oた倖麟癒方法を箆織甚ず，

勉強から登校と生活輩」ズムの敬善に焦点を当てていた

醗Fに，握当教官から新董嚢玉目の生活をどのように

過ごすのかを具体的に一緒紅考えていく必要がある並

との勝書があった。そこで，弩凝三枚プ弓ンドの

作成を嬉めた。縫わ鯵箋初の轟矢数欝を教護として，

質・量ともに無運のないプ琴ントを鐸ることで学習意

欲の肉上を麟鞭，生活露の課題とi霧の振警返轄を織

り交響ることで，学習を生活のi藻として考えられる

よう心掛けている。また，重校のプ弓ントに学習と生

活の爾嚢をまとめることで，見た欝から受ける負擾を

軽織し，「これくらいならやれるかな」と感じてもら

えることを獲いとしているものでもある。

　弩響至枚プリンドは，作絞と実施を試みたばか

りであ諺，成果としてあげられるような学習効果は得

られていないのが現状である。しかし，F男から縁量

的にも内容的にも適量で負鐙に感じないとの感想を饑

いており，露やむたくないけどやらなければならない

こどを無理なく消化することで学習に修する意欲と

効果が得られていくことを購待している。

欝．全体の考察と今後の課題

1．反復練翼の重要性

　6つの事欝に共通して取り上げられているのは災復

練習の重要性である、学習羅難憲が元々苦手である学

習1こ積極的に取鞭緩むという姿勢はあまり晃られない

潜，繰り遍し練習させることによ滲学力の定着が晃ら

れるのは弱らかである。馨分の意志で学習を纒繞する

ことが難しい薄象春に録しては，難F活動自体がその
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学力海上へと繋がるものと思われる。

2．集中力を維持させる為の方法

　事擁を通して麟象者の集中力を維持させるための工

夫が多く遠べられた。活動暗闘を題詩悶に区舞ったり，

また活動ごと量こ場勝を区熨するな：ど状溌垂こ建1じた織部

の工夫は悪罵籟雛の広い方法といえるであろう。高学

年巻に難しては，威勢体験を多く踏ませることによ鞍

達成感を得て難己肯定感を増すことのできた事舗が挙

げられ，MFの墓末姿勢として参考にしたい。

3．対象者の学力レベル・バランスの艶握

　蟹罫濤動の初雛は韓象者の学力のレベルや警手な単

元の特定等を掘握する為の隣聞紅割くことになる。事

麟1こ簿単なテストを実施することも験討されるが，本

来学習を苦手と感じているものが多いことからテスト

形式でのアセスメントに拒否感を持つことが懸念され

る。そうした中，学力の楚握を韓的とした簡易型のア

セスメント方法の穣i講が望まれる。

魂．教秘・ノウハウの蓄積と共有化

　欝F活動が露熱され7年が経遍し，各欝欝には活

動内容や学習援跡の方法等の経験が蓄種されてきた。

しかし独懲に作った教材や工夫した手法は厳欝密身

が「公の場で援露するまでもない」と感じ，知識の共

有化をする機会1ま簸とんどなかった。学習懸難老にと

っての課題に共通点を見撮した現在．その蟹導方法や

教材を共有化し有効i穫稽することが望まれる。本稿は

その一一翼を担うこととなった潜，今後の実践を通して

よりよい手法を展開さ褻ることが望まれる。

§．教育穏談室内の教材の充実

　簸F契約件数の増毒麟こより，現在では多様な学習援

助の方法が求められている。蟻ぎは挺当教官の指導を

受けながら各対象巻に臨むた方法を試行しているが，

一方で相談室内1こおける教耕の益々の充実も求められ

る。溺を挙げると小学校で養罵する算数セットなど授

覚紅訴える教材は解り易さとゲーム感覚を饑えた教材

として矛群翻藪値が高い．また轟学年請けには基本的な

振導減を確認するための参考書や問題集の瀦罵も進め

るべぎである。また鰭Fの受け持ち件数も増触傾灘

にあ鯵，準備の劾率化にも役立つものと思われる。轟，

今麟麟象者が勝有していた毒叛教耕を有薙紅縄濡した

事弼も見られたことから，麟象者の学習経過を確認す

る慧殊でも痩馬百態な教材を調べることも有灘である。
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